
To  Of f i ce  o f  Ex p e r im en ta l  　　　 Da te  2 0 0 2 .1 2 .1 8         

P l an n in g  an d  Co o r d in a t io n

MA CH INE  TI ME  EX EC UTI ON

RE PO RT (2 0 0 2 -4 - 2   CY CL E)

Ex p e r im en ta l  Gr o u p
　 T52 9(πAX)

 Re p o r te r
　篠原厚

Sc h e d u l ed  Pe r i o d
an d  Sh i f t

1 1/20  1 :0 0 –  1 2/13
1 7:00
6 7 shi ft s

 Ma in ,  Su b ,  Pa ra
 

Para

Ex p e r im en te rs   二宮、笠松、木下、 、 川、菊永、浜島、 宮、佐藤、篠原

SU MM ARY  OF  EX EC UTI ON  AN D RE SU LTS

１）セットアップの改良

・低エネルギー領域測定法の改良

・鉛チェレンコフカウンターのセットアップ

２）各種基礎データ測定・相関測定

　測定 料（下記参照）

３）結果

・測定系のセットアップ完了

・相関測定は当初の予定は一 統 に問題がある可能性があるが終了した。

　（金属板（ Zn・Mo・Ag・ Sn・ Ta　 それぞれ厚み二種 ）

金属化合物（ ZnO・MoO３・ SnO２・ ZnS）

その他（ C・ S・D 2 O・H 2 O・ CH3 CH2 OH・（ CH２）ｎ）

s td 料）

EX EC UTE D MA CH INE  TI ME ,  BE AM  CO ND ITI ON ,  DO W N  TI ME  e t c .

マシンタイム： 2 8× 0 . 7 / 1 .0　 +　 3 9　＝ 5 8 sh i f t s

ビーム状態：0 . 7× 1 0 1 2 p p p（ 2 8  sh i f t s）1 . 0× 1 0 1 2 p p p（ 3 9  sh i f t s）2 . 0× 1 0 1 2 p p p（ <0 .5  sh i f t s）

Do wn Tim e：断続的　 　 >0 .5 sh i f t sダウン

CO MM ENT S
・おかげさまで当初の最小限の目標には達しました。ただ、積分の統 が最終的には
問題になるため、より強いビームもしくはマシンタイムが望まれます（テスト実験ゆ
え要求しにくいですが）。

・オフビームで同セットアップを使った基礎データ測定（光子励 による 子 X線測
定）を１月に行いたく思います。π AXのセットアップ及びπμケーブを使用します。
（手続き等がありますか？）


